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令和３年度後期児童生徒会役員選挙が行われ、役員が決定しました。立会演説会では、立候補者の皆さんがそ

れぞれ、今後の学園の抱負と自分の果たすべき公約を熱く語り、堂々とした態度で有権者に訴えました。投票で

は、迷いながらも自分の一票が学園の今後を決めるという意識で、皆真剣に臨んでいました。 

認証式に臨んだ新役員の皆さんの表情は、学園を背負って立つ希望と責任感で引き締まっていました。これか

らの活躍を期待しています。頑張って下さい！ 

 

〈会 長〉 ８年 上野 大雅 

〈副会長〉 ８年 八幡 天馬  ７年 三浦 神虎 

〈書記長〉 ８年 岩間 凛子 

〈書記次長〉８年 照井 清姫  ７年 佐々木 悠衣  

〈会 計〉 ８年 上野 蓮華  ７年 髙木 遼平 

〈生活委員長〉８年 澤舘 慧斗 〈学習委員長〉８年 佐々木 悠人 

〈保健委員長〉８年 林 佳吾  〈広報委員長〉８年 祝田 惇之介 

〈環境委員長〉８年 中嶋 春翔 〈応援委員長〉８年 東梅 英奨 

〈合唱委員長〉８年 阿部 莉子 〈図書委員長〉８年 徳田 絢音 

 

【令和３年度 大槌町住みよい町づくり作文『心の温もり』入賞者】 

〈小学生低学年の部〉最優秀賞 ２年 丸茂 奈々夏 「どりょくしてできたさか上がり」 

           優秀賞 １年 那須 海斗  「うみとかぞく」 

           佳 作 ２年 臼澤 温人  「ぼくのヒーロー」 

〈小学生中学年の部〉最優秀賞 ４年 阿部 斗極  「世界の人の幸せ」 

           優秀賞 ４年 村上 絢   「ふるさと科で学んだこと」 

〈小学生高学年の部〉最優秀賞 ５年 駒林 陽夏  「米から感じた生命という宝」 

           佳 作 ５年 佐々木 汰一 「米作りの体験から学んだこと」 

〈中学生の部〉   最優秀賞 ９年 及川 綾日  「自分らしさを大切に」 

           優秀賞 ９年 金﨑 心美  「自分自身が強くなること」 

【社会を明るくする運動『作文コンテスト』】 

〈釜石・大槌地区代表作品〉  ９年 北田 愛海  「私の祖父」 

（釜石・大槌地区発表） 

 



たくさんの温かい感想の中に、学園祭以外のことを書いて下さった保護 

者の方もいらっしゃいました。とっても嬉しくなったのでご紹介します！ 

『だあすこ前、朝早くから車が多く走り、大型トラックも多く怖いと感じましたが、保安員さんのお陰で子ども達は毎日安

全に元気に道路を渡ることが出来ているんだと感じました。声をかけてくれたり、笛で赤になるのを教えてくれたり、見て

いてとても嬉しく感じ、同時に感謝の気持ちでいっぱいになりました。』（学園祭当日の朝のことから） 

保安員さんの優しさが保護者の方にも伝わり、とても嬉しいです。子ども達はたくさんの方々に見守られて、 

安全にすくすく育っています。「子どもは地域で育てる。」その気持ちを持って日々子ども達に関わって下さって 

いる方々に感謝したいですね。 

                 

学園祭を終えて《アンケートご協力の御礼》 

１０月２３日（土）は、２年ぶりの学園祭でした。様々な制約があ 

る中でしたが、保護者の皆様には多数ご来場いただきましてありがと 

うございました。そして、たくさんのご感想をお寄せいただきました 

こと、重ねてお礼申し上げます。 

感想には、児童生徒の成長を心から喜んでいらっしゃること、発表の機会があって嬉しかったこと等が綴られ

ており、どの学年にも温かいお褒めの言葉をいただきました。震災から１０年、私達教職員にとっても大変感慨

深く、学園児童生徒の可能性を強く感じた行事となりました。 

今回の学園祭は、コロナウイルス対策として各学年の発表を短時間にしました。観覧席には密を避ける目的で

椅子を用意しましたが、ステージ下の児童は確かに見えにくく、改善を求めるご意見がありました。その他にも

私達教職員には気づかない点がありましたので、保護者の方々の率直なご意見は大変参考になりました。やはり

児童生徒の姿を見ていただく機会は、非常に大切だと実感しました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

そして、保護者の皆様のみならず地域の皆様にも、学園の教育活動をご覧いただける日が一日も早く来ることを

願っています。                                 （副学園長 外舘） 

 

                            

 

 

    

 

 

 

 

 

 

今年度、様々な外部テストを実施しており、その結果を踏まえて指導したり、結果を保護者の方にお伝えした

りしていますが、全体的に見て非常に厳しい状況です。授業や朝学習の時間に複数の教員で指導する機会を増や

したり、放課後学習会を行ったりして、学力向上を目指してはおりますが、さらに学力向上を効果的に進めてい

くためには、ご家庭の協力も不可欠です。 

外部テストのアンケートの結果から、ゲーム等に時間の多くを費やし、学習・読書の時間が少なくなっている

傾向が見られます。また、スマートフォンの使い方についても、「家庭でのルールがあっても守っていない。」「ル

ールを決めていない。」と答えた児童生徒も多く見られます。ぜひご家庭で話題にしていただきながら、時間の

使い方についてもう一度見つめ直していただければと思います。 

学校と家庭が両輪となり、子ども達の学力向上を目指していきたいと思いますので、ご協力お願いいたしま

す。                                     （研究主任 彌勒地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月に実施した岩手県学調の結果を 5年生・8年生の児童生徒に配付しました。お子さんの結果をご

覧になっていただき、今後の学習の参考にしていただきたいと思います。特に注目してほしいのは、岩

手県の平均正答率が高いのに誤答または無答となっている問題です。理解できている学習内容とそうで

ないところを把握していただきたいです。6年生と 9年生の全国学調の結果についても後日配付いたし

ます。 


